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東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
、
八
月
九
日
に
投
票
が
行
わ
れ

た
大
統
領
選
後
、
混
乱
が
続
い
て
い
る
。
こ
の
国
で
は
、
一
九
九
四

年
七
月
に
就
任
し
た
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
が
、
四
半
世
紀
に
及
ぶ

長
期
政
権
を
築
い
て
き
た
。
今
回
の
選
挙
で
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
は
実

に
六
選
を
目
指
し
て
い
た
。投
票
終
了
後
に
中
央
選
管
は
、ル
カ
シ
ェ

ン
コ
が
八
〇
％
以
上
を
得
票
し
大
幅
リ
ー
ド
と
発
表
す
る
（
最
終
的

な
得
票
率
は
八
〇
・
一
％
と
発
表
さ
れ
た
）。
し
か
し
、
大
が
か
り
な

不
正
が
あ
っ
た
と
し
て
、
首
都
ミ
ン
ス
ク
な
ど
で
市
民
が
一
斉
に
抗

議
に
立
ち
上
が
っ
た
。

「
欧
州
最
後
の
独
裁
者
」
の
治
め
る
国

　

ベ
ラ
ル
ー
シ
は
か
つ
て
ソ
連
邦
を
構
成
し
て
い
た
一
五
共
和
国
の

一
つ
で
あ
っ
た
。
一
九
九
一
年
暮
れ
の
ソ
連
邦
解
体
に
伴
い
、
歴
史

上
初
め
て
の
独
立
を
果
た
し
た
。
人
口
は
九
五
〇
万
人
ほ
ど
で
、
首

都
は
ミ
ン
ス
ク
市
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
人
は
ロ
シ
ア
人
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
人

と
同
じ
東
ス
ラ
ヴ
系
の
民
族
で
あ
り
、
文
化
・
言
語
・
宗
教
な
ど
の

ロ
シ
ア
Ｎ
Ｉ
Ｓ
経
済
研
究
所
所
長

服
部
倫
卓

大
統
領
選
挙
を
め
ぐ
り
混
乱
続
く
ベ
ラ
ル
ー
シ
。

追
い
詰
め
ら
れ
た
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
は
、

ロ
シ
ア
の
後
ろ
盾
を
期
待
す
る
が
、
プ
ー
チ
ン
大
統
領
か
ら
は

両
国
の
「
連
合
国
家
」
化
を
求
め
ら
れ
る
。

そ
れ
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
国
家
主
権
を
揺
る
が
す
事
態
と
な
り
う
る
。
は
っ
と
り　

み
ち
た
か　

北
海
道
大
学
大

学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
修
了

（
学
術
博
士
）。
在
ベ
ラ
ル
ー
シ
大
使
館
専

門
調
査
員
な
ど
を
経
て
現
職
。
著
書
に『
不

思
議
の
国
ベ
ラ
ル
ー
シ
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム

か
ら
遠
く
離
れ
て
』、共
編
著
に『
ベ
ラ
ル
ー

シ
を
知
る
た
め
の
50
章
』
な
ど
。

今
年
六
月
、
ロ
シ
ア
の
ル
ジ
ェ
フ
で
談
笑
す
る
ル

カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
（
右
）
と
プ
ー
チ
ン
大
統
領

（
S
P
U
T
N
I
K
／
時
事
通
信
フ
ォ
ト
）

緊
迫
の
ベ
ラ
ル
ー
シ
情
勢

ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
の
命
運
握
る

ロ
シ
ア
と
の「
連
合
国
家
」
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面
で
ロ
シ
ア
の
影
響
が
大
き
い
。

　

現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
国
民
は
た
っ
た
一
人
の
大
統

領
し
か
知
ら
な
い
。
そ
れ
が
「
欧
州
最
後
の
独
裁
者
」
こ
と
ア
レ
ク

サ
ン
ド
ル
・
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
で
あ
る
。
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
は
一
九
五
四

年
生
ま
れ
で
、
ソ
連
時
代
は
ソ
フ
ホ
ー
ズ
（
国
営
農
場
）
支
配
人
な

ど
と
し
て
働
い
た
。
ソ
連
末
期
の
九
〇
年
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
共
和
国
議

会
選
挙
で
当
選
す
る
と
、
九
三
年
に
政
府
高
官
の
汚
職
を
追
及
す
る

特
別
委
員
会
の
長
に
就
任
し
、
脚
光
を
浴
び
た
。
九
四
年
の
大
統
領

選
で
国
民
は
、
経
済
・
生
活
の
改
善
や
ロ
シ
ア
と
の
統
合
を
大
衆
迎

合
的
に
唱
え
る
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
候
補
を
選
択
し
た
の
で
あ
る
。

　

大
統
領
に
就
任
し
た
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
は
、
九
五
年
の
国
民
投
票
で

ロ
シ
ア
と
の
経
済
統
合
へ
の
同
意
を
国
民
か
ら
取
り
付
け
、
ロ
シ
ア

語
を
ベ
ラ
ル
ー
シ
語
と
並
ぶ
国
家
言
語
に
格
上
げ
し
、
国
旗
・
国
章

も
ソ
ビ
エ
ト
風
の
デ
ザ
イ
ン
へ
と
変
更
し
た
（
今
日
の
民
主
化
運
動

で
多
く
の
参
加
者
に
よ
り
掲
げ
ら
れ
て
い
る
白
赤
白
の
旗
は
、
こ
の

時
に
廃
止
さ
れ
た
も
の
）。
さ
ら
に
、
九
六
年
の
国
民
投
票
に
よ
り
、

大
統
領
権
限
を
強
化
す
る
憲
法
改
定
を
強
行
し
た
。

長
期
政
権
の
秘
訣
は
ロ
シ
ア
と
の
「
特
別
な
関
係
」

　

そ
の
強
権
的
な
手
法
に
、
国
際
社
会
か
ら
は
批
判
を
浴
び
な
が
ら

も
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
は
二
〇
〇
一
年
、
〇
六
年
、
一
〇
年
、
一
五
年

と
再
選
を
重
ね
て
き
た
。
他
方
、
民
主
化
を
望
む
市
民
は
趨
勢
と
し

て
増
え
て
お
り
、
〇
六
年
、
一
〇
年
に
は
大
統
領
選
後
に
不
正
を
批

判
す
る
民
主
派
と
治
安
部
隊
が
衝
突
す
る
事
件
も
起
き
て
い
る
。
そ

れ
で
も
、
農
村
、
高
齢
者
、
公
務
員
、
国
営
企
業
労
働
者
、
そ
し
て

軍
事
・
治
安
関
係
者
な
ど
の
基
礎
票
に
支
え
ら
れ
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ

政
権
の
岩
盤
は
強
固
で
あ
っ
た
。
当
局
は
、最
小
限
の
力
の
行
使
で
、

民
主
化
運
動
を
抑
え
込
む
こ
と
が
で
き
た
。

　

ル
カ
シ
ェ
ン
コ
が
標
榜
し
て
き
た
の
が
、「
社
会
的
志
向
の
市
場

経
済
」
で
あ
る
。
国
家
の
役
割
を
重
視
し
、
無
条
件
な
市
場
経
済
化

は
拒
む
と
い
う
姿
勢
だ
。
大
企
業
の
民
営
化
に
は
手
を
付
け
ず
、
い

ま
だ
に
「
五
ヵ
年
計
画
」
す
ら
あ
る
。
端
的
に
言
え
ば
、
ソ
連
時
代

の
社
会
主
義
経
済
の
焼
き
直
し
に
他
な
ら
な
い
。

　

ベ
ラ
ル
ー
シ
が
時
代
遅
れ
の
経
済
運
営
を
続
け
ら
れ
た
の
は
、
ロ

シ
ア
と
の
「
特
別
な
関
係
」
か
ら
最
大
限
の
利
益
を
引
き
出
し
た
か

ら
だ
っ
た
。
ロ
シ
ア
と
関
税
同
盟
を
結
成
し
、
ロ
シ
ア
市
場
に
輸
出

攻
勢
を
か
け
た
。
そ
れ
の
み
な
ら
ず
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
ロ
シ
ア
か
ら

有
利
な
条
件
で
天
然
ガ
ス
や
石
油
を
輸
入
で
き
、
そ
の
他
の
さ
ま
ざ

ま
な
措
置
を
合
計
す
る
と
、
年
間
一
〇
〇
億
ド
ル
と
も
言
わ
れ
る
実

質
的
支
援
を
ロ
シ
ア
か
ら
供
与
さ
れ
て
き
た
。
経
済
的
な
観
点
か
ら

言
え
ば
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
ロ
シ
ア
の
パ
ラ
サ
イ
ト
国
家
に
他
な
ら
な

か
っ
た
。



外交 Vol.63 Sep./Oct. 2020 110

　

も
ち
ろ
ん
、
ロ
シ
ア
と
し
て
は
、
何
の
見
返
り
も
な
し
に
、
ベ
ラ

ル
ー
シ
を
支
援
し
た
く
は
な
い
。
だ
が
、
狡
猾
な
ル
カ
シ
ェ
ン
コ

は
、
肝
心
の
国
家
統
合
、
経
済
統
合
に
は
真
面
目
に
応
じ
よ
う
と
し

な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
側
が
苛
立
ち
を
募
ら
せ
、
圧
迫
を
加
え
た
こ
と

も
一
度
な
ら
ず
あ
っ
た
。
し
か
し
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
体
制
が
崩
壊
す

れ
ば
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
で
親
欧
米
派
の
民
主
政
権
が
成
立
す
る
可
能
性

が
あ
る
。
そ
の
点
、「
欧
州
最
後
の
独
裁
者
」
は
、
欧
米
と
の
接
近

に
限
界
が
あ
り
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
が
ロ
シ
ア
圏
に
と
ど
ま
る
担
保
と
な

る
。
こ
う
し
て
、
ロ
シ
ア
は
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
体
制
を
支
え
続
け
て
き

た
の
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
に
入
っ
て
か
ら
の
情
勢
変
化

　

ベ
ラ
ル
ー
シ
の
南
に
位
置
す
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
は
、
二
〇
一
三
年
終

盤
か
ら
一
四
年
に
か
け
て
、
大
激
動
に
見
舞
わ
れ
た
。
実
は
ウ
ク
ラ

イ
ナ
危
機
は
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
に
と
っ
て
の
追
い
風
と
な
り
、
一
五
年

の
大
統
領
選
で
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
は
た
や
す
く
五
選
を
遂
げ
る
こ
と
が

で
き
た
。
そ
し
て
、
昨
年
く
ら
い
ま
で
は
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
は
二
〇

年
の
選
挙
も
余
裕
で
乗
り
切
り
、
六
選
を
果
た
す
の
で
は
な
い
か
と

い
う
見
方
が
有
力
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
年
に
入
っ
て
か
ら
の
情

勢
変
化
で
雲
行
き
が
変
わ
り
始
め
る
。

　

中
で
も
影
響
が
大
き
か
っ
た
の
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ

ン
デ
ミ
ッ
ク
だ
。
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
は
「
コ
ロ
ナ
な
ど
恐
る
る
に
足
ら

ず
」
と
い
う
態
度
を
と
り
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
周
辺
国
の
よ
う
な
厳
格

な
措
置
を
打
ち
出
さ
な
か
っ
た
。
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
は
こ
れ
ま
で
、「
我

が
国
に
お
い
て
は
国
の
強
力
な
指
導
に
よ
り
安
定
・
秩
序
が
常
に
保

た
れ
る
」
と
い
う
神
話
を
作
り
上
げ
て
き
た
。
今
回
も
そ
の
神
話
に

こ
だ
わ
り
、「
ウ
ォ
ッ
カ
を
飲
め
ば
感
染
な
ど
し
な
い
」
と
い
っ
た

放
言
を
繰
り
返
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
現
実
に
は
、
国
の
無
策
に
よ

り
感
染
は
拡
大
の
一
途
を
辿
り
、
最
終
的
に
は
大
統
領
本
人
も
ウ
イ

ル
ス
に
罹
患
し
た
。
こ
う
し
て
、
民
心
は
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
か
ら
急
激

に
離
れ
た
わ
け
で
あ
る
。

　

ベ
ラ
ル
ー
シ
大
統
領
選
で
は
、
体
制
側
は
危
険
な
対
抗
馬
と
な
り

う
る
人
物
の
候
補
者
登
録
は
認
め
な
い
の
が
通
例
で
あ
る
。
今
回
の

選
挙
で
も
、
バ
バ
リ
コ
、
ツ
ェ
プ
カ
ロ
、
チ
ハ
ノ
フ
ス
キ
ー
と
い
っ

た
有
力
な
人
物
は
出
馬
自
体
が
阻
ま
れ
た
。
そ
こ
で
、
夫
の
代
わ
り

に
立
候
補
し
、
結
果
的
に
野
党
統
一
候
補
の
役
回
り
を
果
た
す
こ
と

に
な
る
の
が
、
チ
ハ
ノ
フ
ス
カ
ヤ
と
い
う
女
性
だ
っ
た
。
ル
カ
シ
ェ

ン
コ
陣
営
は
、「
素
人
の
主
婦
に
は
ど
う
せ
何
も
で
き
な
い
」
と
見

下
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
現
実
に
は
チ
ハ
ノ
フ
ス
カ
ヤ
候
補
は
強
力
な
求
心
力
を

発
揮
し
、
地
方
遊
説
に
は
多
く
の
群
衆
が
詰
め
か
け
た
。
そ
の
選
挙

戦
略
は
、
き
わ
め
て
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
だ
っ
た
。「
自
分
が
大
統
領
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選
に
勝
利
し
た
あ
か
つ
き
に
は
、
い
ま
獄
中
に
い
る
夫
た
ち
を
解
放

し
、
半
年
以
内
に
今
度
は
正
式
な
大
統
領
選
挙
を
実
施
す
る
」
と
い

う
一
点
に
、
主
張
を
絞
っ
た
の
で
あ
る
。
あ
く
ま
で
も
、
ル
カ
シ
ェ

ン
コ
政
権
が
国
民
の
多
数
派
か
ら
支
持
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
明
ら

か
に
す
る
た
め
の
、便
宜
的
な
受
け
皿
に
徹
す
る
姿
勢
だ
っ
た
の
だ
。

　

蓋
を
開
け
て
み
る
と
、
案
の
定
、
政
権
側
に
よ
る
投
票
・
開
票
の

不
正
が
明
ら
か
に
な
っ
て
ゆ
く
。
中
央
選
管
は
、
開
き
直
っ
た
か
の

よ
う
に
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
が
八
〇
％
以
上
を
得
票
し
大
幅
リ
ー
ド
と

発
表
（
最
終
的
に
は
八
〇
・
一
％
と
発
表
さ
れ
る
）。
市
民
が
選
挙
不

正
に
抗
議
の
声
を
上
げ
る
と
、
治
安
当
局
に
よ
り
容
赦
な
く
弾
圧
さ

れ
た
。
デ
モ
参
加
者
は
も
ち
ろ
ん
、
何
も
し
て
い
な
い
通
行
人
ま
で

が
殴
打
・
逮
捕
さ
れ
る
光
景
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
市
民
た
ち
は

い
よ
い
よ
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
体
制
の
何
た
る
か
を
悟
る
こ
と
と
な
る
。

　

事
こ
こ
に
至
っ
て
、
国
民
に
と
っ
て
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
は
も
は
や
合

法
的
な
大
統
領
で
は
な
く
、
単
に
暴
力
装
置
を
駆
使
し
て
最
高
指
導

者
の
地
位
に
し
が
み
つ
い
て
い
る
だ
け
の
存
在
に
な
っ
た
わ
け
で
あ

る
。
大
都
市
住
民
や
若
者
だ
け
で
な
く
、
国
営
大
企
業
の
労
働
者
た

ち
ま
で
も
が
反
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
を
掲
げ
て
ス
ト
に
突
入
す
る
現
象
が

見
ら
れ
た
。
そ
う
し
た
労
働
者
は
、
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
ル
カ
シ
ェ

ン
コ
経
済
路
線
の
受
益
者
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
今
日
の
ベ
ラ
ル
ー
シ

で
は
、
個
別
の
利
害
を
超
え
て
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
へ
の
反
発
が
広
範
な

社
会
層
に
広
が
っ
て
い
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

「
連
合
国
家
」
構
想
を
復
活
さ
せ
た
ロ
シ
ア
の
危
機
感

　

反
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
運
動
の
勢
い
に
押
さ
れ
、
一
時
は
崩
壊
目
前
か

と
思
わ
れ
た
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
政
権
だ
っ
た
が
、
態
勢
を
立
て
直
し
、

巻
き
返
し
に
転
じ
て
い
る
。
民
主
派
は
週
末
ご
と
に
大
規
模
デ
モ
を

繰
り
返
し
て
い
る
も
の
の
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
は
梃
子
で
も
動
か
な
い

様
子
だ
。
本
稿
を
執
筆
し
て
い
る
九
月
一
五
日
の
時
点
で
は
、
事
態

は
あ
ま
り
に
流
動
的
で
あ
り
、
予
断
を
許
さ
な
い
。

　

た
だ
、ロ
シ
ア
の
出
方
が
今
後
の
情
勢
を
左
右
す
る
と
い
う
点
で
、

衆
目
は
一
致
し
て
い
る
。
九
月
一
四
日
に
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
が

ロ
シ
ア
を
訪
問
し
、
プ
ー
チ
ン
・
ロ
シ
ア
大
統
領
と
の
直
接
交
渉
に

臨
ん
だ
こ
と
は
、
大
き
な
注
目
を
浴
び
た
。

　

今
回
の
首
脳
会
談
で
の
協
議
も
含
め
、
ロ
シ
ア
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
の

関
係
で
焦
点
と
な
っ
て
い
る
の
が
、
二
国
間
統
合
の
枠
組
み
で
あ
る

「
連
合
国
家
」
だ
。
一
九
九
九
年
一
二
月
八
日
に
、当
時
の
エ
リ
ツ
ィ

ン
大
統
領
と
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
大
統
領
が
調
印
し
た
条
約
に
も
と
づ
く

も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
こ
の
条
約
は
い
き
さ
つ
が
複
雑
な
の
で
、
以

下
で
解
説
を
試
み
た
い
。

　

思
い
起
こ
し
て
み
れ
ば
、
九
〇
年
代
に
ロ
シ
ア
の
体
制
派
エ
リ
ー

ト
た
ち
は
、
病
弱
で
支
持
率
も
低
い
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
政
権
を
支
え
る
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の
に
、
四
苦
八
苦
し
て
い
た
。
当
時
ク
レ
ム
リ
ン
で
は
、
ベ
ラ
ル
ー

シ
と
の
国
家
統
合
を
エ
リ
ツ
ィ
ン
政
権
の
延
命
に
利
用
す
る
と
い
う

案
も
検
討
さ
れ
た
と
い
う
。
対
す
る
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
の
側
に
も
、
ロ

シ
ア
・
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
統
一
国
家
を
つ
く
り
、
自
ら
が
ク
レ
ム
リ
ン

の
玉
座
に
収
ま
り
た
い
と
い
う
野
望
が
あ
っ
た
。
こ
う
し
て
、
双
方

の
政
治
的
思
惑
が
交
錯
し
、
両
国
は
当
初
か
な
り
本
格
的
な
国
家
統

合
条
約
を
起
草
し
よ
う
と
し
た
。

　

し
か
し
、
一
九
九
九
年
八
月
に
プ
ー
チ
ン
が
ロ
シ
ア
首
相
に
就
任

し
、頼
り
が
い
の
あ
る
エ
リ
ツ
ィ
ン
の
後
継
者
が
登
場
し
た
こ
と
で
、

状
況
が
一
変
し
た
。
ロ
シ
ア
側
は
む
し
ろ
、
自
国
の
国
家
体
制
を
不

安
定
化
さ
せ
か
ね
な
い
対
ベ
ラ
ル
ー
シ
統
合
に
ブ
レ
ー
キ
を
か
け
、

条
約
案
を
骨
抜
き
に
し
た
。そ
の
作
業
の
陣
頭
指
揮
を
と
っ
た
の
が
、

プ
ー
チ
ン
首
相
に
他
な
ら
な
か
っ
た
。
結
局
、
連
合
国
家
条
約
は
予

定
ど
お
り
九
九
年
暮
れ
に
調
印
は
さ
れ
た
も
の
の
、
国
家
統
合
文
書

と
し
て
は
空
文
の
羅
列
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　

そ
れ
以
降
つ
い
最
近
ま
で
、
連
合
国
家
が
話
題
に
上
る
こ
と
は
、

多
く
は
な
か
っ
た
。
ロ
シ
ア
自
身
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
経
済
連
合
な
ど
の

多
国
間
統
合
に
注
力
し
て
い
た
。
そ
う
し
た
中
、
二
〇
一
八
年
暮
れ

に
な
っ
て
、
ロ
シ
ア
政
府
は
突
如
と
し
て
、
連
合
国
家
条
約
の
厳
格

な
履
行
を
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
迫
り
始
め
た
。
こ
れ
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
に

ロ
シ
ア
へ
の
編
入
を
迫
る「
最
後
通
牒
」だ
と
し
て
、物
議
を
醸
し
た
。

　

プ
ー
チ
ン
が
直
々
に
封
印
し
た
は
ず
の
連
合
国
家
が
、
な
ぜ
今
頃

に
な
っ
て
復
活
し
た
の
か
。
や
は
り
、
こ
の
二
〇
年
間
の
国
際
環
境

の
変
化
が
大
き
い
と
考
え
ら
れ
る
。
欧
州
連
合
（
Ｅ
Ｕ
）
お
よ
び
北

大
西
洋
条
約
機
構
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
が
東
方
に
拡
大
し
、
Ｅ
Ｕ
は
旧
ソ

連
の
近
隣
諸
国
を
対
象
と
し
た
「
東
方
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
」
政
策

を
展
開
し
、そ
の
文
脈
で
一
四
年
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
政
変
も
発
生
し
た
。

　

ロ
シ
ア
と
し
て
は
、「
こ
れ
以
上
、
自
分
た
ち
の
勢
力
圏
が
掘
り

崩
さ
れ
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
ロ
シ
ア
の
す
ぐ
西
隣
に
ま
で
迫
る
よ
う
な
事

態
は
何
と
し
て
も
阻
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う
認
識
に

至
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
二
〇
年
前
に
は
あ
え
て
死
産
と
し

た
連
合
国
家
に
、
新
た
に
命
を
吹
き
込
ん
で
、
ロ
シ
ア
に
と
っ
て
の

「
核
心
的
利
益
」
で
あ
る
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
ロ
シ
ア
圏
に
固
定
す
る
た

め
に
活
用
し
よ
う
と
し
た
と
見
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
一
九
九
九
年
の
条
約
は
空
文
の
羅
列
だ
っ
た
の
で
、
こ

の
ま
ま
で
は
実
効
性
が
低
い
。
そ
こ
で
ロ
シ
ア
は
、
統
合
を
深
化
さ

せ
る
た
め
の
具
体
的
な
「
工
程
表
」
を
策
定
す
べ
く
、
ベ
ラ
ル
ー
シ

側
に
迫
る
。
二
〇
一
九
年
一
二
月
八
日
に
、
連
合
国
家
創
設
条
約
の
調

印
か
ら
二
〇
年
の
節
目
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
両
国
は
こ
の
記
念
日

に
、
統
合
を
深
化
さ
せ
る
た
め
の
工
程
表
に
調
印
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
し
か
し
、
い
く
つ
か
の
項
目
に
つ
き
合
意
が
得
ら
れ
ず
、
結
局

の
と
こ
ろ
工
程
表
へ
の
調
印
は
見
送
ら
れ
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
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ベ
ラ
ル
ー
シ
は
ロ
シ
ア
の
「
保
護
国
」
へ
と
後
退
？

　

従
来
ル
カ
シ
ェ
ン
コ
は
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
主
権
を
一
部
で
も
ロ
シ

ア
に
引
き
渡
す
こ
と
に
は
、
頑
と
し
て
応
じ
よ
う
と
し
な
か
っ
た
。

し
か
し
、
今
般
窮
地
に
立
た
さ
れ
た
こ
と
で
、
ロ
シ
ア
か
ら
の
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
が
得
ら
れ
る
の
な
ら
、
厳
し
い
条
件
で
も
呑
も
う
と
し
て

い
る
よ
う
に
見
え
る
。ベ
ラ
ル
ー
シ
が
ロ
シ
ア
に
従
属
す
る
保
護
国
、

半
独
立
国
に
後
退
す
る
シ
ナ
リ
オ
も
、
否
定
し
き
れ
な
い
。

　

そ
の
際
に
、
ロ
シ
ア
が
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
支
配
す
る
ツ
ー
ル
に
な
る

の
が
、
前
述
の
「
工
程
表
」
で
あ
る
。
た
だ
し
、
三
一
項
目
と
さ
れ

る
そ
の
中
身
は
、
明
ら
か
に
さ
れ
て
お
ら
ず
、
九
月
一
四
日
の
会
談

時
に
も
明
ら
か
に
な
ら
な
か
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
両
国
の
や
り
取
り

か
ら
推
測
す
る
に
、
ロ
シ
ア
は
ベ
ラ
ル
ー
シ
に
、
通
貨
統
合
、
共
同

の
国
境
管
理
お
よ
び
税
関
業
務
、
税
制
・
税
率
の
共
通
化
な
ど
の
項

目
を
呑
ま
せ
よ
う
と
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　

連
合
国
家
条
約
で
は
、
第
三
国
に
対
し
共
通
の
通
商
・
関
税
政
策

を
適
用
す
る
こ
と
を
う
た
っ
て
い
る
。
お
そ
ら
く
ロ
シ
ア
は
ベ
ラ

ル
ー
シ
に
、
対
欧
米
経
済
制
裁
に
同
調
す
る
よ
う
迫
る
の
で
は
な
い

か
。
こ
の
制
裁
は
、
対
象
国
か
ら
の
一
部
食
品
の
輸
入
を
禁
止
す
る

も
の
だ
が
、
禁
止
品
目
が
ベ
ラ
ル
ー
シ
を
経
由
し
て
ロ
シ
ア
に
流
入

し
て
い
る
現
実
が
あ
る
だ
け
に
、対
策
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
、

ロ
シ
ア
は
現
在
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と
全
面
的
な
貿
易
戦
争
状
態
に
あ
り
、

こ
の
面
で
も
ベ
ラ
ル
ー
シ
は
ロ
シ
ア
に
歩
調
を
合
わ
せ
る
こ
と
を
迫

ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

　

ベ
ラ
ル
ー
シ
は
ロ
シ
ア
に
対
す
る
政
府
債
務
も
抱
え
て
お
り
、
返

済
能
力
に
は
疑
問
符
が
付
く
。
そ
こ
で
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
戦
略
的
企

業
を
ロ
シ
ア
の
国
策
会
社
な
ど
に
身
売
り
す
る
と
い
っ
た
シ
ナ
リ
オ

も
考
え
ら
れ
る
。
ベ
ラ
ル
ー
シ
領
の
石
油
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
を
ロ
シ
ア

の
ト
ラ
ン
ス
ネ
フ
チ
社
に
売
却
す
る
と
か
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
軍
需
企

業
を
ロ
シ
ア
の
国
家
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
「
ロ
ス
テ
ッ
ク
」
の
傘
下

に
置
く
と
い
っ
た
案
が
出
て
き
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。

　

ル
カ
シ
ェ
ン
コ
は
こ
れ
ま
で
、
ロ
シ
ア
に
よ
る
ク
リ
ミ
ア
編
入
、

ジ
ョ
ー
ジ
ア
か
ら
の
南
オ
セ
チ
ア
、
ア
ブ
ハ
ジ
ア
の
独
立
を
正
式
に

承
認
す
る
こ
と
を
渋
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
面
で
も
い
よ
い
よ

ロ
シ
ア
に
追
従
せ
ざ
る
を
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

　

軍
事
面
で
は
、
こ
れ
ま
で
ベ
ラ
ル
ー
シ
領
に
は
ロ
シ
ア
軍
の
利
用

す
る
小
規
模
な
施
設
こ
そ
置
か
れ
て
い
た
も
の
の
、
ル
カ
シ
ェ
ン
コ

は
ロ
シ
ア
軍
の
本
格
的
駐
留
に
は
抵
抗
し
て
き
た
。
し
か
し
、
こ
の

面
で
も
譲
歩
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　

九
月
一
四
日
の
首
脳
会
談
こ
そ
表
向
き
平
穏
に
終
わ
っ
た
も
の

の
、
ロ
シ
ア
は
い
ま
ま
さ
に
水
面
下
で
、
ベ
ラ
ル
ー
シ
の
主
権
に
触

手
を
伸
ば
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。
●




